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 10 月、体育の日の休日、相模湖南岸の

山・石老山（ 694ｍ）に登った。古刹 ･顕鏡

寺 と そ れ を 取 り 巻 く 奇 岩 群 で 、 そ の 名 を

知られた山である。  

ＪＲ相模湖駅からのバスで 9 時 40 分、

石老山登山口到着。バスは、一つ手前のバ

ス 停 ･プ レ ジ ャ ー フ ォ レ ス ト キ ャ ン プ 場

で 下 り る 家 族 連 れ 客 で 満 員 。 風 も な く 最

高の体育の日日和である。  

9 時 45 分登山口出発、舗装道路をポツ

ラポツラ歩く。関口集落を抜け、相模湖病

院 と か い う 青 い 建 物 の 脇 か ら 山 道 に 入 る 。

薄 暗 い 杉 林 の 中 の 苔 む し た 道 は 、 最 初 か

ら深山幽谷の趣きである。登るにつれて、

標 札 の 付 い た 岩 が 目 立 つ よ う に な る 。 滝

不動、屏風岩、仁王岩、駒立岩、文殊岩な

どなど。  

10 時

20 分顕

鏡 寺 。

立 派 な

山 門 と

由 緒 あ

る 雰 囲

気 の 境

内 。 山

門 か ら 一 段 登 っ た と こ ろ に は 、 道 志 法 師

が 住 ま い し た と か の 岩 窟 も あ る 。 更 に 奥

ノ院にかけての登路は、雷電岩、試し岩、

擁護岩、八方岩など、奇岩のオンパレード。 

奥ノ 院 を過 ぎ た頃 か ら木 立 は明 るい 雑

木林に変わり、傾斜もいくらか緩み 、気持

ちのいいハイキング道となる。途中、融合

平見晴台とかいう休憩点を経て、 11 時に

は 主 稜 線 に 顔 を 出 し 、 後 は な だ ら か な 尾

根道の登り下りが続く。  

11 時半石老山頂着。ベンチや野外卓が

あ り 、 大 勢 の 人 が 賑 や か に 弁 当 を 拡 げ て

いる。人混みに嫌気し長居は無用と、早々

に山頂を発って先を急いだ。  

東 西に 長 い 山 頂の 西 端 か ら標 高差 150

ｍ 近 く を 下 降 し 、 そ の 後 も 小 登 降 を 何 回

か 繰 り

返し 12

時 10

分 、 小

さ な 石

祠 の あ

る 大 明

神 山 に

出 た 。

更に我慢して先に 5 分程進むと、立派な

コ ン ク リ ー ト 造 り の 大 明 神 展 望 台 が あ り 、

こ こ で ゆ っ く り 足 を 投 げ 出 し て 、 眺 望 を

楽しみながら、昼食休憩にした。  

ここ の 眺望 は 素晴 ら しい 。 眼下 に相 模

湖 が 青 々 と 広 が り 、 そ の 背 後 に 景 信 ・ 陣

馬・連行・生藤の連山が美しく並び立って

見 え

た。  

13

時 出 発

で 帰 路

に 就

く 。 樹

林 の 中

の 薄 暗

い 道 を

ひ た す

ら 下

り 、 13

時 45

分 バ ス 道 路 に 出 て 、 一 番 近 い バ ス 停 の プ

レ ジ ャ ー フ ォ レ ス ト ま で 痛 い 足 を 引 き ず

って歩いた。バス停到着 14 時。朝同様、

30 人近い家族連れ客が 、並んでバスを待

っていた。  

石老山－奇岩群を巡る山－  

関 口 集 落 か ら 見 上 げ る 石 老 山  

大 明 神 展 望 台 か ら の 相 模 湖 景 信 山  

石 老 山 山 頂  

顕  鏡  寺  山  門  


